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研究成果の概要（和文）：本研究は、ビッグデータ時代のデータ・ビジュアライゼーション（情報の可視化）に
おける、統計科学、情報科学分野で先行している取り組みを、デザイン分野の教育実践と組み合わせ、より人々
に伝わりやすい可視化を実現することを目的とする。この目的を達成するため、研究代表者が専門とするデザイ
ン分野からアプローチし、従来のデザインの範囲を超えた可視化を前提としたデザインに必要な要素を検討し、
体系化する。研究会や演習授業の実践、作品制作を通じ、「データ駆動型デザイン（Data-driven Design）」を
学習するための教育プログラムを構築し、可視化デザインの指針案制作を進めた。

研究成果の概要（英文）：This research aims to realize more communicable data visualization in the 
big data era. To achieve this, we combine prior efforts in the statistical and information sciences 
with educational practices in the field of design. The principal investigator approaches from the 
field of design, which is his specialty, and examines and systematizes the elements necessary for a 
design that assumes visualization beyond the scope of conventional design. Through study groups, 
practice classes, and the production of artworks, an educational program for learning "Data-driven 
Design" was constructed, and a draft guideline for visualization design was produced.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を遂行することで、複数の大学の専門科目でデータ可視化のデザインの教育実践を行った。また、地理空
間情報の可視化を行うWebアプリケーションの開発、統計データの可視化を行うWebアプリケーションの開発、こ
ども向け美術展での参加型展示のシステム開発と結果の可視化などを行い、デザイン教育とデザイン制作の両面
でデータ可視化の実践を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 大量の情報が蓄積される現在、データ分析が政策や経営の意思決定に利用されるようになっ
た。こうしたデータ分析では、一般的に視覚的に表現する可視化が行われる。データ可視化は、
さまざまな種類のデータを人間の視覚特性に応じてマッピングすることで、効果的にデータの
意味内容を伝達することができる。こうした可視化を支援する技術的な基盤やツールが整備さ
れたことで、人々が身近に利用できるようになった。本研究では、この可視化をデザイン分野か
らアプローチして、デザイン教育に資することを企図した。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、ビッグデータ時代のデータビジュアライゼーション（情報の可視化）における、統
計科学、情報科学分野で先行している取り組みを、デザイン分野の教育実践と組み合わせ、より
人々に伝わりやすい可視化を実現することを目的とする。この目的を達成するため、研究代表者
が専門とするデザイン分野からアプローチし、従来のデザインの範囲を超えた可視化を前提と
したデザインに必要な要素を検討し体系化する。研究成果として、（１）「データ駆動型デザイン
（Data-driven Design）」を学習するための教育プログラムの構築と、（２）可視化特有のデザイ
ン指針の策定・公開を目指す。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では以下にあげることを行った。 
 データ可視化のデザイン作品の制作。データ可視化による Web アプリケーションや美術展の
参加型展示作品を製作した。 
 データ可視化デザインの演習科目の設計、実践。複数の大学においてデザイン系学生を対象と
した演習科目を設計し、実践した。 
 データ可視化デザインの研究会の開催。データ可視化デザインに従事する実務家の聞き取り
調査や公開研究会を実施した。 
 
４．研究成果 
 
 各年度ごとに成果をまとめる。 
 2016 年度は次のことを行った。 
（１）可視化関連資料の収集。可視化開発技術群（プログラミング言語やライブラリ、Web サー
ビス等）の調査。実務家・専門家２名に実務面の聞き取り調査。海外の技術資料の一部は、原著
者の許諾を得て日本語訳を研究室サイトで公開。 
（２）地理情報と連動した可視化の学習教材「DataMapper」の試作版を開発、大学院生にテス
トし、学会ポスター発表。 
（３）シビックテック団体と大学共催のイベントで、地域課題解決のためのビジュアライゼーシ
ョンの取り組みを発表し、ハッカソンで参加者とともにアプリのプロトタイプを開発。 
（４）データビジュアライゼーションの国際ワークショップに参加し、地域の文芸作品をビジュ
アライズした作品「bibliomaps ビブリオマップ」（Web アプリ）のプロトタイプを開発し発表。 
 2017 年度は次のことを行った。 
（1）可視化関連資料の収集を継続。可視化開発技術群（プログラミング言語やライブラリ、Web
サービス等）の調査を継続。実務家・専門家 2名に実務面の聞き取り調査を継続。 
（2） 地理空間情報と統計情報を連動させた可視化デザイン教材「DataMapp」の試作版の開発を
継続。2017 年 10 月に G空間 EXPO2017「Geo アクティビティコンテスト」に出展し、デザイン賞
を受賞。 
（3） 地域の文芸作品をビジュアライズした作品「bibliomaps ビブリオマップ」（Web アプリ）
のプロトタイプを開発し、2017 年 7 月に FOSS4G Hokkaido で発表。 
（4） 2017 年 7月から 8月にかけて開催された展覧会「おいでよ！絵本ミュージアム 2017」（福
岡アジア美術館）での参加型展示「みんなでつくろう天の川」のシステム開発。この展示の参加
記録をもとにした可視化分析を実施し、2018 年 3 月に佐賀大学芸術地域デザイン学部研究論文
集に論文発表。 
 



 

図 1 DataMapper 
 

 
図 2 bibliomaps 

 
 

 
図 3 みんなでつくろう天の川 

 
 2018 年度は次のことを行った。 
（1）可視化関連資料の収集と、可視化開発技術群（プログラミング言語やライブラリ、Web サ
ービス等）の調査を継続した。実務家・専門家 2名に実務面の聞き取り調査を継続した。 
（2）9 月 16 日に、公開研究会「DxD at Fukuoka：データビジュアライゼーションを語る会」
（於：福岡県 Ruby・コンテンツ産業振興センター）をももち浜 TECH カフェと共同開催し、実務
家 2 名を招聘し、各自の可視化とデザインの取り組みを発表してもらった。研究代表者も、「デ
ータビジュアライゼーションの制作方法を学ぶ」として、可視化におけるデザイン面の学習の諸
課題について発表した。 
（3） D3.js を利用したデータ可視化の学部生対象の演習授業に取り組むとともに、デザインガ
イドラインの策定を進め、一部を公開した。  
 （1）「データ駆動型デザイン（Data-driven Design）」を学習するための教育プログラムの構
築と、（2）可視化特有のデザイン指針の策定・公開を目指す。 
 



 

図 4 DxD at FUKUOKA フライヤー 
 
 2019 年度は当初研究期間を延長した最終年度で、次のことを実施した。 
（1）可視化関連資料の収集と、可視化開発技術群（プログラミング言語やライブラリ、Web サ
ービス等）の調査を継続した。（2）佐賀大学芸術地域デザイン学部、首都大学東京システムデザ
イン学部において、学部生対象のデータ駆動型デザインの演習授業を設計し実践した。この演習
では、JavaScript ライブラリ D3.js およびクラウドサービス Observable を主に利用し、
Observable 上の教材を開発した。学生が取り組んだ成果発表会に、実務家を招いて評価してい
ただいた。この授業の成果は公開した。この演習授業の実践報告は、日本デザイン学会 2020 年
春季研究発表大会で発表する予定である。 
（3）可視化のデザインガイドライン策定については進行中である。 
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